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平成28年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案調書

≦提案童≧亜属_脇EEI小学校__氏■肇聾旺二和人
1.事業計画書

事  業  名 陸前高田に『笑顔』を届けようプロジェクト

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】

05年間の交流を続けてきた陸前高田市の人々に笑顔を届ける活動を通して、東 日
本大震災から復興しようとする人々に寄与す る。また、同時に中越大震災等で多
くの方から支援していただいた恩返 しをするとともに、陸前高田市との友好関係
を深めるため、更にステップアップした活動にしていく。

【内 容】           ~~
○陸前高田市広田町での交流活動 [*予定…花火の打ち揚げ]

○仮設住宅等への訪問活動
○陸前高田市でのボランティア活動

○三島中、日吉小、脇野町小、地域の大人のボランティア参加希望者で派遣メンバ
―を構成する。
※基本的には小学生を中心に40名 、大人 5名程度で構成する。
※構成としては、脇小 6年仝員。日音小、三島中については希望者抽選とする。

03校で募金活動を展開する。連邦マラソン、学校、みしま祭 り、アオーレ長岡等

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】             ~
03校の秋休みを活用して実施する。10月 6、 7、 8日 に実施 (予定)。

02泊 3日 で実施する。宿泊先は、志津川自然の家とする。

○ボランティア募集     7月
○ボランティア参加者決定  7月
○支援物資の作成    7～ 9月
〇宿泊先の手配 (志津り自然の家)

7月

○参加者の顔合わせ     9月
○陸前高田訪問       lo月

○募金活動開始 (各校)    7月
・みしま連邦マラソン    5月
・みしま祭 り       8月
・アオーレ長岡       9月

実 施 主 体

〇「陸前高田に『笑顔』を届けようプロジェクト」実行委員会
協力機関  三島中、日吉小、脇野町小

う備

○志津り1自 然の家の予約を早めに行 う。 (電話 0226-46-9044)
〇陸前高田市まで長岡から約 8時間。
○交流内容の決定

○平成 26・ 27年度の花火の打ち揚げは大変好評だつた。 ロコミが広がったり大き
く事前に広報されたりして、見物客も陸前高田市内や大船渡市などからもあつ
た。感動された気持ちを綴った手記等が地元新聞に掲載 されるなど、多くの方か
ら心待ちにしているという声をいただいている。本年度も継続 して打ち揚げたい
が、交流活動を花火の打ち揚げだけに限定するのではなく、今後も無理なく継続
でき、互いの心の距離がますます近づく活動の在 り方も同時に探っていきたいト



2.収支予算書

収入の部

支出の部

項  目 予算額 内 訳

ふるさと倉1生基金 550,000円

自
己
資
金
・特
定
財
源
等

学年積立金 120,000円

後援会 30,000円

〈
ロ 計 700,000円

(単位 :円 )

(単位 :円 )

項  目 予算額 内 訳

使用料及び賃借料 434,240円
大型観光バス1台 358,000円 Xl台、高速代 45,160円 Xl台、

乗務員宿泊 8,790円 X2泊 Xl人、保険 300円 X45人

原材料費 15,000円
支援物資(寄せ書き、手紙など)

(大型用紙、マーカーペンほか )

下見調査費 90,000円
」R券 (レール&レンタ割引)34,920円 X2人

レンタカー5,940円 Xl台 、諸費 14,220円

ホテル代 135,000円 宿泊費 3,000円 X45名 Xl日

雑費 25,760円 通信連絡費、交流活動時使用物品

合  計 700,000円



平成28年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案調書

≦雖 ≧
・

屋―一三島地域認定農業者連絡協議会__■■_二金量_/1艶量男__
1.事業計画書

事  業  名 三島の魅力情報発信と販路開拓事業

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的l

三島地域は、良質な湧水で製造される日本酒や味暗のほか、長岡 うまい米コンテス
トで連続入賞 (H28年 は最優秀賞)の コシヒカリなど全国に誇れる特産品がるが、県
内外だけでなく長岡市内でも知名度が低い。

これ ら三島の特産品を首都圏で試食・販売のPRイ ベン トを開催 し、新たな市場を
開拓するとともに、このため、生産者自身が直接消費者 と接してニーズを把握するこ
とで、さらなる品質の向上につなげる。

【内 容】

実施期日  平成 29年 2月 14日 ～ 16日 (3日 間)

実施場所  第四銀行 「ブリッジにいがた」 (東京 ,日 本橋 )

参加 目標  3者 以上

実施内容  ・コシヒヵり、日本酒、味Л曾、野菜など三島の特産品販売
・集客イベント (ごはん、漬物、 日本酒などの試食・試飲)

・観光パンフレット、地域紹介DVD放映

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
5月  事業計画作成 (事業内容、スケジュール、予算)

6月  説明会開催 。出店者募集
7月   出展者打合せ (随時)、 贈答用紙袋デザイン・作成
8月 ～ 店頭配布チラシ、のぼり等作成

H29年
2月  試食・即売会開催

実 施 主 体 ○三島地域認定農業者連絡協議会 会長 小池 敏雄

○このイベントの販売ではなく、リピーターとして追加注文が簡単にできるよう工夫
する。

○米、酒、味噌、鋸など多業種の三島産品を出店することで、
全体をPRする。

考備

ム
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2収支予算書
収入の部

項  目 予算額 内 訳

ら、るさと創生基金 530,000円

自
己
資
金
・特
定
財
源
等

出展負担金 66.000円 出品販売者 (2泊 )010,000円 ×6人=60,000円
商品のみ出品者   02,000円 X3件=6,000円

売上負担金 50,000円 売上額予想額 500,000円 X10%=50,000円
※売上額の増減は、率で調整

△
曰 計 646,000円

(単位 :円 )

(単位 :円 )支出の部

項  目 予算額 内 訳

会場借上 97,200円 ブリッジにいがた (3日 間)

商品等送料 100,000円 販売・展示商品等の往復配送料

旅費 (交通・宿泊) 285.500円
1泊  025,500× 2人事 51,000円

2泊   033,500× 7人 =234,500円

会場装飾費 50,000円 のばり、看板、横断幕、備品使用料等

印刷製本費 10,000円 店頭配布チラシ、追加注文書

集客イベン ト経費 10,000円 試食品、景品等

オリジナル贈答袋 80,000円 作成費 (米 用、その他用大・小 )

※包装紙がなくても、そのまま贈答用に使用できる袋

消耗品費 13,300円 出展者説明会、勉強会等開催経費

合  計 646,000円



平成28年度 三島地域ち、るさと創生基金事業 事業提案調書

≦提案童≧__壺■J曼 るゝさと塾____二■__狙 _貫__玉 _

1.事業計画書

事  業  名 三島特産品のネットショツプ出店検証事業

総

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】
近年、簡単にネットショップが始められるようになり、個人でもインターネット上

で直ぐに出店して販売・決済できるサービスが多く存在している。
三島地域内でもネットで販売したいとの声を多く聞くが、利用手数料や運用方法な

どが様々で一長一短があり、これから始める場合にどこを選択するかが難しい。
このため、三島の特産品を様々なネットショップヘ出品して販売することで、仕組

みや成果を検証して全国に向けた販路拡大の参考とする。

【内 容 I

三島地域は、良質な湧水で作らる日本酒や味暗のほか、長岡うまい米コンテス トで
連続入賞 (H27年度は最優秀賞)の コシヒカリなど、全国に誇れる特産品がありなが
ら長岡市内でもあまり知られていない。
これらの特産品を、集客力に優れる既存の大手ネットショップ 2～ 3社に出品し

て、同一期間内に同一商品の売上状況や代金決済等などを実際に体験 。比較すること
で、今後の方向性を検証するために専門家へ委託する。

また、一部の特産品 (希望により選定)については、自由度の高い三島独 自のサイ
トを試験開設 して販売する。

●対 象 者  三島地域の事業者や個人 (10者限定、1者当たり5品以内)

●対象商品  三島産の食料品、農産物、加工品、土産品など
0出 品 料  無料 (た だし、送料無料の場合の送料、既存ネットショップが定める

売上・決済手数料は出品者負担)

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
10 ll 12 ‐

共通事項

出展者募集

出店言

(随時)

明会

販売期間

1  商品発送・代

既存ネットシ

ヨ ツ プ
申i ・ゝ契約 解約

三島独 自サイ

ト
サイ ト青築 保守・管理

○みしまふるさと塾

○利用想定の既存ネッ

代 表  綿 貫

トシヨンプ (案 )

五
口

| |.  xlL9o!    I   Amazon   l  BASE(無 名の例) し_

実 施 主 体

考備 集容力に優れ、無料化によ

り国内随一の店舗数

国内 トップのアクセス

数で、結果がでやすい
格安で簡単に出店

るが、知名度が低
※独自サイ トに比べ、知名度や集客力があり決済も簡単だが、運用負担が

膏額
ぅし

:li

24

摯 攀



2.収支予算書
収入の部

支出の部

ふるさと倉1生基金 380,000円

自
己

資
金

特
定
財
源
等

(単位 :円 )

内    訳

370,000円
マニュアル作成、既存ネットショップ準備・登録・運用、

独自サイ ト作成・管理、事業全体管理・指導、出展者取

材、事業検証

事務費・消耗品等 10,000円 説明会・検討会開催経費、消耗品

380,000円



平成28年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案調書

≦̈ ――道聟歴堕豊童会 氏名 会長 菊池 隆

1.事業計画書

首都圏みしま会 :ふるさと交流会事業

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】
H27年 5月 に市内各地域の郷人会や高校同窓会で組織する「越後長岡ふるさと会」

が発足 した。今後、長岡市民と首都圏との相互交流による地域 PRの情報発信及びニ

ーズの収集が重要となってくることから、モデル的な取 り組みとして首都圏みしま会

会員と長岡市民 (三島地域十三島地域以外)と の交流を図るもの。
これにより、首都圏への長岡市全体のPRと 首都圏と長岡市の市民レベルでの交流

促進が図られ、長岡市の文化や伝統、生活風習等の相互理解が深まり、新たな来訪者
の増加が見込まれる。また、長岡市全体での経済の活性化や各地域間の連携によるコ

ミュニティの促進が期待できる。

【内 容】

首都圏みしま会の会員等に、三島地域、三島地域以外の住民と様々な交流を図つて

もらう。 (H28年度は候補地域として、栃尾地域と調整中です)

・訪問地域の歴史文化・伝統等の視察
・首都圏会員、訪問地域住民、三島地域住民との交流
・今後、広域的な展開を図るため、各地域観光協会や越後長岡ふるさと会事務局、
各郷人会事務局との協議と連携

※これらにより、長岡市全体のPRと 市民レベルでの交流促進を図るもの。
・実施月日 :平成 27年 10月 上旬～11月 中旬の予定 (一泊二日)

。実施場所 :三島地域及び栃尾地域との交流を検討中

(H27年度は観光協会の主催で川口地域と交流)

・参加者数 :30～ 40人程度 (観光バス乗車定員の範囲内)

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
5月  スケジュール、事業計画等の打ち合わせ

6月  バス手配、交流・宿泊会場等の手配、視察先・交流先打合せ

募集チラシ、案内状の発送、申込受付開始

9月  関係機関・団体等との最終打合せ・確認、申込者へ詳細案内状の発送

(随時、詳細打合せの実施)

10月  首都圏み しま会 :ふるさと交流会
～H月

12月  参加者・関係者ヘアンケー ト実施・分析

今後の開催に向けて反省点等の取りまとめ等

主催 :首都圏みしま会 会長 菊池 隆

行́委員会



2.収支予算書
収入の部

(単位 :円 )

支出の部
(単位 :円 )

項   目 予算額 内 訳

ふるさと創生基金 390,000円

自
己
資
金

・
特
定
財
源
等

首都圏み しま会 89,700円 30人 ×@3,000円 =90,000円 ≒ 89,700円

【以下、対象外経費】

参加費 (首都圏) 540,000円 30人 ×@18,000円

参カロ費 (地元参加者) 90,000円 15人 ×@6,000円

△
ロ 計 1,109,700円

項   目 予算額 内 訳

バス借上料 432,000円 東京―長岡間(往復)、 観光バス(ガイド付き)

訪すネL 5,400円 訪間先手生産代 2か所×@2,500円 ×108

旅費 17,900円 添乗者旅費 :上越新幹線(片道)長岡駅 ⇒ 東京駅 2人分

需用費 10,000円 チラシ用紙、名札、封筒ほか事務用消耗品

通信運搬費 14,400円 郵送料 :90+30人 ×@12o円 =14,400円

≪補助対象経費 計≫ (479,700円 )

【以下、対象外経費】

宿泊費 210,000円 はなみずき温泉 喜芳:30人 ×@7,000円

交流会費 270,000円 はなみずき温泉 喜芳:(30+15人)× @6,000円

その他 150,000円 昼食、車中飲み物、入館料、保険料ほか:30人 ×@5,000円

(1日 目の昼食は

《補助対象外経費 計≫ (630,000円 )

△
口 計 1,109,700円



平成28年度 三島地域ふるさと創生基金事業 事業提案調書

≦董姜髪釜ゴ劃已__童挫圏みしま会 氏名 会長 菊池 隆

1_事業計画書

事  業 名 首都圏みしま会 :ふ るさと交流会事業

事 業 目 的

事 業 内 容

【目 的】
H27年 5月 に市内各地域の郷人会や高校同窓会で組織する「越後長岡ふるさと会」

が発足 した。今後、長岡市民と首都圏との相互交流による地域PRの情報発信及びニ

ーズの収集が重要となってくることから、モデル的な取 り組みとして首都圏みしま会

会員と長岡市民 (三島地域十三島地域以外)と の交流を図るもの。
これにより、首都圏への長岡市全体のPRと 首都圏と長岡市の市民レベルでの交流

促進が図られ、長岡市の文化や伝統、生活風習等の相互理解が深まり、新たな来訪者
の増加が見込まれる:ま た、長岡市全体での経済の活性化や各地域間の連携によるコ

ミュニティの促進が期待できる。

【内 容】

首都圏みしま会の会員等に、三島地域、三島地域以外の住民と様々な交流を図つて

もらう。 (H28年度は候補地域として、栃尾地域と調整中です)

・訪問地域の歴史文化・伝統等の視察
・首都圏会員、訪問地域住民、三島地域住民との交流
・今後、広域的な展開を図るため、各地域観光協会や越後長岡ふるさと会事務局、

各郷人会事務局との協議 と連携
※これ らにより、長岡市全体のPRと 市民レベルでの交流促進を図るもの。

・実施月日 :平成 27年 10月 上旬～11月 中旬の予定 (一泊二日)

・実施場所 :三島地域及び栃尾地域との交流を検討中

(H27年度は観光協会の主催で川口地域と交流)

・参加者数 130～ 40人程度 (観光バス乗車定員の範囲内)

事業実施

までの

スケジュール

【スケジュール】
5月  スケジュール、事業計画等の打ち合わせ

6月  バス手配、交流・宿泊会場等の手配、視察先・交流先打合せ

募集チラシ、案内状の発送、申込受付開始

9月  関係機関・団体等との最終打合せ・確認、申込者へ詳細案内状の発送

(随時、詳細打合せの実施)

10月  首都圏み しま会 :ふ るさと交流会
～ll月

12月  参加者・関係者ヘアンケー ト実施・分析

今後の開催に向けて反省点等の取りまとめ等

実 施 主 体 主催 :首都圏みしま会 会長 菊池 隆

考備

饉
23:2, 0―



2.収支予算書

収入の部
(単位 :円 )

支出の部
(単位 :円 )

項   目 予算額 内 訳

ふるさと創生基金

-340,000円

自
己
資
金

・
特
定
財
源
等

首都圏みしま会
-94,700円

30人箕C等聾等平製勢押諄平■年撃≒鴇■丹

×@3,157円

【以下、対象外経費】

参加費 (首都圏)

T
585,000円

30人事(4岬諄∈丹

×@19,500円

参加費 (地元参カロ者) 90,000円 15人 ×@6,000円

^ロ 計 1,109,700円

項   目 予算額 内 訳

バス借上料 432,000円 東京―長岡間(往復)、 観光バス(ガイド付き)

蘭寸ネL 5,400円 訪問先手土産代 2か所×@2,500円 ×108

旅費 17,900円 添乗者旅費 :上越新幹線(片道)長岡駅 ⇒ 東京駅 2人分

需用費 10,000円 チラシ用紙、名札、封筒ほか事務用消耗品

通信運搬費 14,400円 郵送料 :90+30人 ×@120円 =14,400円

≪補助対象経費 計》 (479,700円 )

【以下、対象外経費】

宿泊費 210,000円 はなみずき温泉 喜芳:30人 ×@7,000円

交流会費 270,000円 はなみずき温泉 喜芳:(30+15人 )× @6,000円

その他 150,000円 昼食、車中飲み物、入館料、保険料ほか:30人 ×@5,000円

≪補助対象外経費 計》 (630,000円 )

△
ロ 計 1,109,700円


